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ー 背景 ー

外国人材の不足見通し

• 2040年には約674万人の外国人材が必

要になるとの試算（2020年時点では

172万人） *

• 東南アジア以外にもアフリカ等新たな

フロンティア開拓の必要性も指摘され

ている

マダガスカルの特徴

• どこか日本人らしい性質を感じる勤勉

な国民性

• アジアをルーツに持つ人も多く、最も

アジアに近いアフリカ

• 稲作、野菜、果樹、日本でも生産され

ている作物も多く、他方で課題は多い

ため日本からの技術移転は有効

*出所：緒方貞子平和開発研究所「2030/40年の外国人との共生社会の実現に向けた取り組み調査・研究報告書」

日本の労働力不足解消と、マダガスカルの農業・農村開発を担う人材育成で
WinWinの関係が構築できるのではないか？
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ー 背景 （補足：マダガスカル人労働者の状況） ー

• 海外への出稼ぎ労働者の数は限定的。
• 左表は、海外で働くマダガスカル人労

働者の数。仏やコモロが多いが総じて
数は非常に少ない。

• 現在はカナダ（仏語圏ケベック州）と
熟練労働者送出プログラムを実施中。

出典：ILO(2014） ”Migration à Madagascar :Profil National 2023”
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ー 背景 （補足：マダガスカル人労働者の状況） ー
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最低賃金（月額 USD）

ILO(2022）”Global wage report 2020-21:wages and minimum wages in the time of COVID-19”より作成
2019年時点の最低賃金を2023年のUSD換算したもの

アジアと比較して格段に安価な人件費
最低賃金は月額45米ドル（約6000円）程度
(注：2023年現在は50米ドル（約6600円））

日本での就労を通じて得た収入で
帰国後の起業や投資の促進も期待できる
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ー 内容 ー

∙ 目的

マダガスカルの若手農業人材を日本へ特定技能労働者として送り出し、

マダガスカルの農業分野の人材育成及び日本の労働力不足解消へ貢献する

∙ 活動

派遣前訓練の実施（日本語研修・技術研修）

送り出しに向けたマダガスカル政府の手続き・制度の整備

日本側受け入れ機関の開拓・マッチング支援

送り出し後の定期的な研修、帰国後のアクションプラン策定支援
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ー これまでの活動 ー

2022年5月 北岡前JICA理事長のマダガスカル訪問

マダガスカル大統領との対話を切っ掛けに本格始動

2022年8月 宍戸上級審議役のマダガスカル訪問

マダガスカル政府とパイロットプロジェクトの大枠を議論

2023年1月 プロジェクト枠組み合意

大統領府、外務省、公安省、雇用・労働・社会法・社会保障省、職業訓練

省、農業・畜産省とプロジェクト枠組み文書に署名
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ー これまでの活動 ー

2023年1月 候補者募集開始

農業・畜産省及び職業訓練省より、傘下の農業研修センター・技術高校等

を卒業した人を対象として募集

2023年2月 面接・候補者確定

200名を超える応募から、書類選考・面接を経て、20名の候補者を選出

2023年2月 日本語研修開始

20名の候補者に対して日本語研修を開始
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ー 日本語研修 ー

∙ 7月のN4取得に向け研修実施中

10人ずつ2グループに分かれて実施

週5日4時間講義＋自習

週に1回程度文化体験
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ー 候補者プロフィール ー

∙ 男性12名、女性8名

∙ 年齢 21歳～29歳

∙ 学位（最終学歴）

農業技術高校：3名

CAFPA（専門学校相当：農業職業訓練研修センター）：3名

EFTA（短大相当：農業技術者研修学校）：6名

CFFAMMA（農業機械化センター）学士：2名

学士：4名

修士（農業エンジニア）：2名

∙ 農業経験

稲作、野菜、果樹

畜産（特に養鶏）

候補者出身地
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ー 今後の活動 ー

∙ 研修の実施

7月 日本語検定試験実施

8月 技術研修実施

技能試験の教材を中心に試験対策

2週間程度

農業研修センターにて合宿形式

8月以降 技能試験実施（現在調整中）

∙ 行政手続き

4月頃 関係省庁向け特定技能制度勉強会

日本の労働法や雇用契約書について説明

けがや病気の場合、帰国する際の対応などを確認

6月頃 勉強会を踏まえて、必要な書類、手順を確定

職業紹介機関のマダガスカルにおける活動許可

雇用契約締結前後の手続き 等



マダガスカル日本での就労を通じた農業人材育成
パイロットプロジェクト

ー 紹介動画 ー

マダガスカルの農業と若手農家たちを紹介する動画です

https://youtu.be/XCnry8ZZaVg

https://youtu.be/XCnry8ZZaVg


（補足）なぜJICAで外国人材受入支援？

∙ 背景

日本で働く外国人労働者の送り出し国は多くが開発途上国。

今までは技能実習として来日しても、帰国後に日本で得た経験が上手く還元されていなかった例も多かった。

また、不適正な受け入れ（仕事のミスマッチ、悪質な労働環境等）のケースも報告されていた。

⇒開発途上国と日本、双方の発展のためにJICAに果たせる役割があるはず！

∙ 日本が外国人労働者から「選ばれる国」となり、またその経験が各国の発展に活かされるように、

JICAでも様々な取り組みを始めました。

来日前：日本センターで情報提供

滞在中：国内拠点で多文化共生を後押し

帰国後：技術協力、草の根協力などで日本で得た技術を活かせる場づくりをサポート

詳しくはWebページもご覧ください！：

外国人材受入れ・多文化共生に資するJICAの取り組み

外国人材受入れ支援 | JICA in Action | JICA

外国人材受入れ・多文化共生支援 | 事業ごとの取り組み | 事業・プロジェクト – JICA

https://www.jica.go.jp/activities/schemes/multicultural/v4lphn0000004q87-att/materials_01.pdf
https://www.jica.go.jp/about/at_a_glance/action_FHR.html
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/multicultural/index.html

